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１　はじめに
（財）静岡県埋蔵文化財調査研究所（以下、静岡県埋
文研）が発掘調査を実施した磐田市上
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Ｅ２号墳か
ら鉄製三葉環頭大刀（図１）が出土し、2010年に報告
書を刊行した（静岡県埋文研2010）。報告書刊行から
６年を経過した2016年３月に古墳時代の刀剣類の研究
者の方から、報告書作成担当の大谷（当時静岡県埋蔵
文化財センター、以下センター）に、①報告書に掲載
された三葉環頭大刀柄頭のＸ線写真を観察すると、環
の縁や三葉部分に象嵌が施されている可能性がある、
②象嵌があった場合、大刀の位置づけだけではなく古
墳の評価について再検討する必要がある、ことから象
嵌の有無について再度確認していただけないかとの要
請があった。そこで大谷が実物を再度確認したものの
表面は錆化しているため象嵌は観察できず、また報告
書作成時のＸ線写真フィルムを確認したが、象嵌の有
無は判別できなかった。そこでＸ線で再撮影を行い、
象嵌の有無を確認する必要を感じた。ただし、要請の
あった2016年３月はセンター移転の準備期間に当たっ

ており撮影を実施するのは困
難であったこと、またＸ線装
置が更新される予定になって
いたため、センター移転終了
後、Ｘ線装置が設置された段
階で大森が再撮影を行うこと
とし、その撮影写真で象嵌の
有無を判断することとした。

� （大谷・大森）

２　上神増Ｅ２号墳の概要
三葉環頭柄頭のＸ線再撮影結果の前に、それが出土
した上神増Ｅ２号墳について簡単にみておきたい。
磐田市上神増Ｅ２号墳（以下、Ｅ２号墳）は、磐田
市上神増に所在し、磐田原台地と赤石山系の南に向かっ
て延びる丘陵との間にある、いわゆる「合代島丘陵」
に築造された上神増Ｅ古墳群のうちの１基であり、天
竜川へ向かって延びる尾根上に築造されている（図２）。
Ｅ２号墳は、西側（尾根の先端側）に木棺直葬墳であ
るＥ１号墳（古墳時代中期後葉～後期前半、５世紀後
半～６世紀前半）、東側に横穴式木室墳であるＥ３号墳
（鈴木敏則氏編年遠江Ⅲ期中葉～後葉、６世紀後半～
末、鈴木2001）に隣接する。
Ｅ２号墳（図３）は、12.4ｍのやや不整形な円墳で、
川原石を用いた全長3.8ｍの無袖形横穴式石室を埋葬
施設とする。出土遺物は、石室内から今回報告する鉄
製三葉環頭大刀柄頭をはじめ、大刀２点、小刀１点、
刀子２点、鉄鏃５点以上が出土した。土器は石室内か
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図2　上神増Ｅ2号墳の位置

図1　上神増Ｅ2号墳出土
三葉環頭大刀柄頭（１：３）
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ら出土せず、須恵器15点（杯蓋６、杯身５、短頸壺１、
平瓶１、長頸壺？１片、坩？１片）が墓道から出土した。
Ｅ２号墳の築造時期は出土した遺物相から遠江Ⅲ期
中葉、陶邑田辺編年TK43型式期に該当し、遠江Ⅲ期
後葉（TK209型式期）、遠江Ⅲ期末葉～Ⅳ期前半（TK217
型式期）に追葬が行われた可能性が高い（静岡県埋文
研2010）。� （大谷）

３　上神増Ｅ２号墳の三葉環頭大刀について
Ｅ２号墳の三葉環頭大刀柄頭は鉄製で、金銅装・銀

装などの装飾は施されていない（図１）。象嵌の有無に
ついては後述する。柄頭は蒲鉾形（上円下方形、圭頭
形）の環内に三葉文を表現する。柄頭茎は柄頭と一体
造りで長い。茎を含めた残存長は12.6cm、環長4.0cm、
環幅5.8cm、厚さ６㎜、茎残存長8.6cm、茎幅1.4cm、
厚さ４㎜である。茎下部に目釘孔が２孔穿たれる。刀
身２点は柄頭と離れた位置から出土しているためどち
らの刀身に伴うか不明である。また、別の大刀に付属
したもので刀身が副葬後、持ち出された（失われた）
可能性を排除できない。� （大谷）

図3　上神増Ｅ２号墳の概要
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４　上神増Ｅ２号墳出土三葉環頭大刀柄頭の
　　Ｘ線撮影の結果について

（１）撮影機材と撮影の方法
今回撮影に使用した機材は、Ｘ線装置がYXLON製
MG165/4.5（最大管電圧160kV）、受像器はRF製デジ
タル受像器NAOMI　NX-02Sである。撮影の設定は、
被写体と管球の距離100cm、管電圧100kV、管電流
1.5mA、Ｘ線照射時間２秒である。� （大森）

（２）象嵌の有無の判別
報告書（静岡県埋文研2010）のＸ線写真において、
環の内縁・外縁、三葉文の外縁に象嵌が施されている
可能性が指摘された（写真１－①のＡ・Ｂ・Ｃ）。
今回の撮影では、報告書と同じ正面（写真１－①）
と報告書には掲載しなかった（撮影していなかった）
斜め２方向（写真１－②・③）からＸ線撮影し、詳細
に観察したが、正面のＸ線写真で線状にみえるものも
（写真１－①のＡ／Ｂ／Ｃ）、斜め方向から撮影した２
写真（②・③）では同一個所（Ａ／Ｂ／Ｃ）に象嵌ら
しい線は確認することができない。また、通常象嵌が

施されることのない茎にもＡ／Ｂ／Ｃと同じように見
える箇所があり、この部分（写真１－Ｄ／Ｅ）も写真
②・③では確認できない。
Ｘ線透過撮影では、Ｘ線を物体に透過させた際の材
質や密度の違いがＸ線吸収の差となって結像する。し
たがって鉄地に金や銀で象嵌が施されていれば、金や
銀は鉄に比べてはるかにＸ線が吸収される（透過しな
い）ため、はっきりと象嵌が観察される。また、象嵌
は線として施されているため、象嵌のＸ線透過像は、
ある一定方向からだけではなく、他の方向からも線と
して写る。今回及び報告書所収の写真では、正面から
撮影したものには線状のラインが見えるが、撮影方向
を変えると線らしきものは見えなくなっている。
したがって、象嵌が行われた可能性があるとの指摘
を受けた三葉文や環の内縁・外縁で象嵌のように見え
た部分は柄頭の本来の外形ラインで、その部分が濃く
写っているため象嵌のように見えている可能性が高く、
象嵌は施されていないと判断した。� （大谷・大森）

写真1　上神増Ｅ２号墳出土三葉環頭大刀柄頭Ｘ線写真
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５　三葉環頭大刀 
　柄頭について
今回の再撮影によ
り、Ｅ２号墳の三葉柄
頭には象嵌が施されて
いないことを再確認で
きた。これによって、
Ｅ２号墳の柄頭が鉄製
無象嵌であることが明
確になった。改めてＥ
２号墳から出土した大
刀に装着された可能性
を考慮し、想定復元図
を示した（図４）。報
告作成時は検討しな
かったが、齊藤大輔氏
のご教授によれば大刀
２点は両関である点が
TK43型式期のものと
しては日本列島では一
般的ではなく、韓半島
系の装飾付大刀にみら
れるものであるこ
とや、柄頭茎が長

く直接刀身茎と装着される点は韓半島でみられる技法
であることなど、Ｅ２号墳の築造時期の日本列島では
あまり確認されない特徴であることがわかった。
三葉環頭大刀は、日本列島では単鳳、双鳳環頭大刀
が環頭大刀の主体であるなかで、数は少ないものの、
日本列島43例、韓半島28例、総数71例出土している
（大谷2010）。三葉環頭大刀は柄頭の外形で分類されて
おり、円形環と蒲鉾形環の２種類がある。韓半島では
蒲鉾形は新羅地域で主に出土し、円環形は主に百済・
伽耶地域で出土している。日本列島では円形が多く、
蒲鉾形は７例のみと少ない。また大部分が金銅装であ
るが、Ｅ２号墳のように鉄製のものが若干存在する。
齊藤大輔氏のご教授によれば、鉄製であっても日本列
島で生産された可能性は低く、「舶載品ラッシュ」（内山
2012）とされる時期に三累環頭大刀などとともにもた
らされた可能性が高いとのことであり、同様の経緯に
より合代島丘陵の古墳群を経営した集団が入手した可
能性が高いと考える。
また、合代島丘陵の古墳群では、「合代島古墳」から
三累環頭大刀が出土している。この装飾付大刀も新羅

系とされるもので、日本から出土するものの生産地は
すべて新羅製とする意見と一部倭製を含むとする意見
があるが、いずれにしても新羅との関係を示すような
遺物である可能性が高い（大谷2010）。
さらに、磐田市神田古墳群（森下ほか2000）では唐
代の鏡が出土している。新羅や唐との関係を示唆する
ような特殊な副葬品を含む古墳が合代島丘陵とその近
くの古墳の３基で確認され、上神増Ｄ古墳群など横穴
式石室が遠江の中では特異な石室でもあることから、
合代島丘陵周辺は遠江の中で特異な地域として考える
ことができ、韓半島など交易や外交に従事した集団が
この地域に住んでいた可能性を想定したい（大谷2010）。
� （大谷）
最後に、今回のＸ線再撮影の結果を今後装飾付大刀
の研究にご利用いただければ幸いです。�（大谷・大森）
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図の出典
図１・４　（静岡県埋文研2010）より引用
図２　（静岡県埋文研2010）より改変してトレース
図３　（静岡県埋文研2010）より改変して引用
写真１　筆者撮影

図４　上神増Ｅ２号墳出土三葉環頭
大刀柄頭と刀身の関係（1：6）


